
※この掲載内容は、令和５年１月時点の内容です。   

０５．小学校教諭 

熊本市立碩台小学校 

教諭 竹尾 浩輔 

（平成２７年度採用）  

 

 自閉症・情緒障害特別支援学級の担任をしています。1年生と 5年生の子どもたちと毎日楽しく過ご

しています。少人数だからこそ、一人一人に合わせた授業を心がけています。しかし、一人一人に合わ

せる難しさもあるので、悩むこともあります。その時には、同僚の先生や別の学校の先生と情報交換を

して学校がより楽しくなるような方法を考えています。子どもたちの顔を思い浮かべながら考えること

で次へのやる気にもつながります。 

校務分掌は、特別支援教育コーディネーターと生徒指導をしています。学校全体で情報を共有して子

どもたちの成長を見守ることで、安心できる環境づくりをしています。 

  

 子どもたちが「できるようになったこと」を一緒に共有できることが一番の魅力です。また、できな

いことがあっても「どうしたらできそうか」を一緒に考えることもとても大切です。成長を保護者に伝

え、喜びを共有できることでまた頑張りたいと思えます。 

 

 

 特別支援教育推進区分での採用で、初めて特別支援学

級の担任になりました。保護者との面談で「先生は特別

支援の専門家だから」という言葉に初任者だった私は、

自分の自覚の足りなさを痛感しました。その一言から、

経験や年齢は関係なく、目の前の子どもたちや保護者の

方々に寄り添える教師になろうと思いました。 

 

 普段の仕事は優先順位をつけて少しずつ減らしていくようにしています。タブレット端末が導入され

たので教材研究の仕方が変わりこれまでよりも充実していると思います。帰宅後や休日に家族で行きた

い場所の話をしながら食事を楽しみ、休日は事前に調べていた、行きたい場所に行きます。メリハリを

意識することが大切だと感じます。 

 

 教えることだけが先生の仕事ではありません。目の前の子どもたちの将来を想像しながら日々関わる

ことが先生のやりがいだと思います。タブレット端末の導入など先進的な取り組みを行う熊本市で一緒

に頑張りましょう。 

現在の担任、担当、校務分掌等 

特別支援学級担任の魅力 

私の失敗談(失敗から学んだこと) 

私の働き方改革 work life valance 

熊本市立学校教員を志願する方へのメッセージ 


